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猪谷聡 柳宗悦の佛教美学
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に
日
本
民
藝
館
を
設
立
し
た
。
一
九
四

0
年
代
の
後
半
か
ら
、
各
地
で
民
藝
協
会
の
発
足
、
民
藝
館
の
開
館
が
相
次
ぐ
な
ど
、
全
国
的
な
運
動
展
開
の
隆
盛
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
他
の
語
と
し
て
は
「
国
際
哲
学
者
会
議
」
が
あ
る
。
原
稿
文
中
で
は
「
先
年
ハ
ワ
イ
で
国
際
哲
学
者
会
議
が
あ
っ
た
時
も
、
先
生
の
講
演
は
最
も
人
気
が
あ
っ
た
と

い
う
が
、
…
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
先
生
」
、
す
な
わ
ち
鈴
木
大
拙
は
一
九
四
九
年
六
月
、
ハ
ワ
イ
大
学
に
て
第
二
回
東
西
哲
学
者
大
会
に
出
席
、
ま
た
一
九
五
九
年
六
月

に
も
同
じ
ハ
ワ
イ
大
学
に
て
第
三
回
東
西
哲
学
者
大
会
に
出
席
し
た
。
「
国
際
哲
学
者
会
議
」
は
第
二
回
東
西
哲
学
者
大
会
と
思
わ
れ
る
。

前
掲
書
、
六
ー
七
頁
、
引
用
。

柳
宗
悦
「
国
際
工
藝
家
会
議
」
「
毎
日
新
聞
』
（
昭
和
二
七
年
八
月
ニ
―
日
）
よ
り
引
用
。
な
お
、
会
議
の
全
容
、
参
加
者
の
講
演
に
つ
い
て
は
、
藤
田
治
彦
監
修
「
ダ
ー
テ
ィ

ン
ト
ン
国
際
工
芸
家
会
議
報
告
書
~
芸
と
染
織
一
九
五
二
年
』
（
思
文
閣
出
版
、
二

0
0
三
年
）
参
照
。

柳
宗
悦
「
美
の
法
門
』
一
九
四
九
年
「
柳
宗
悦
全
集
第
一
八
巻
』
二
四
ー
ニ
五
頁
、
引
用
。

柳
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
二
年
十
月
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
、
大
拙
と
は
三
度
会
っ
た
と
い
う
。
柳
宗
悦
「
先
生
を
訪
ね
て
」
一
九
五
三
年
「
柳
宗
悦
全
集
第
一
四
巻
』
四
七
三
頁
、
参
照
。

柳
が
亡
く
な
る
前
年
、
一
九
六

0
年
に
行
わ
れ
た
柳
と
大
拙
と
の
対
談
に
て
、
柳
は
、
「
東
洋
の
美
の
深
さ
を
知
ら
せ
る
新
し
い
美
学
が
起
こ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
」

と
大
拙
に
語
っ
て
い
る
。
両
者
は
共
通
の
関
心
を
も
っ
て
互
い
に
考
え
を
深
め
合
う
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
鈴
木
大
拙
「
禅
者
と
妙
好
人
に
つ
い
て
」
「
鈴
木
大
拙
半

談
集
第
二
巻
』
（
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
）
参
照
。

柳
宗
悦
「
か
け
が
へ
の
な
い
人
」
一
九
五
九
年
『
柳
宗
悦
全
集
第
一
四
巻
』
四
八
三
頁
、
引
用
。
な
お
、
大
拙
が
柳
を
評
し
た
一
文
を
挙
げ
た
い
。
一
九
六
一
年
、
柳
に
先

立
た
れ
た
九

0
歳
の
大
拙
が
柳
の
告
別
式
に
お
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
大
拙
は
柳
を
「
天
オ
の
人
」
と
評
し
て
い
る
。
「
君
は
天
オ
の
人
で
あ
っ
た
、
独
創
の
見
に
富

ん
で
い
た
。
そ
れ
は
こ
の
民
藝
館
の
形
の
上
で
の
み
見
る
べ
き
で
な
い
。
日
本
は
大
な
る
東
洋
的
「
美
の
法
門
」
の
開
拓
者
を
失
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
だ
け
の
損
失
で
な
い
。

実
に
世
界
的
な
も
の
が
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
生
き
て
い
て
、
大
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
世
の
中
は
、
そ
う
思
う
よ
う
に
は
行
か
ぬ
。
」

柳
の
「
佛
教
と
獣
米
思
想
」
（
一
九
五
二
年
三
月
）
、
「
先
生
を
訪
ね
て
」
に
お
い
て
も
大
拙
評
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
大
拙
が
西
洋
に
お
い
て
仏
教
、
と
り
わ
け
禅
を
伝
え

る
業
績
を
讃
え
る
な
ど
、
「
佛
教
を
説
く
道
」
と
の
内
容
の
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。

鈴
木
大
拙
「
東
洋
と
西
洋
」
『
鈴
木
大
拙
坐
談
集
第
二
巻
』
（
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
）
参
照
。

た
と
え
ば
「
民
芸
運
動
は
何
を
寄
与
し
た
か
」
の
一
文
が
あ
る
。
こ
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
た
、
一
九
四
六
年
の
雑
誌
「
エ
藝
』
百
十
五
号
と
一
九
四
八
年
刊
行
の
単
行
本
「
民

と
美
・
下
巻
』
と
の
用
語
変
化
を
比
較
検
討
す
る
と
、
「
仕
事
」
か
ら
「
使
命
」
へ
と
変
化
し
た
例
が
み
ら
れ
る
。
文
中
の
用
語
変
化
は
「
使
命
」
以
外
に
も
な
さ
れ
て
お
り
、

柳
の
明
確
な
意
図
に
よ
っ
て
語
が
選
択
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
引
用
文
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

「
現
在
の
賓
用
工
芸
の
衰
類
を
救
う
た
め
に
は
、
作
家
と
職
人
と
の
協
同
作
業
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
又
個
人
作
家
の
新
し
い
仕
事
が
あ
る
。
作
家
は
寧
ろ
職

人
の
中
に
自
己
の
仕
事
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
「
エ
芸
』
百
十
五
号
(
-
九
四
六
年
）
。

「
現
在
の
賓
用
工
芸
の
衰
類
を
救
う
た
め
に
は
、
作
家
と
職
人
と
の
協
同
作
業
が
最
も
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
個
人
作
家
の
新
し
い
側
甜
．
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

作
家
は
寧
ろ
職
人
の
中
に
自
己
の
仕
事
を
完
成
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
『
民
と
美
・
下
巻
』
(
-
九
四
八
年
）
。

な
お
、
一
九
五
四
年
に
改
め
て
「
民
藝
運
動
は
何
を
寄
与
し
た
か
」
が
刊
行
さ
れ
た
際
も
「
使
命
」
を
は
じ
め
、
語
の
変
更
は
残
さ
れ
て
い
る
。

■ 

第
二
章

＇ 
デ
ザ
イ
ン
の
言
葉
た
ち
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デ
ザ
イ
ン
の
言
葉
た
ち

．＇ 
英
語
の
デ
ザ
イ
ン
の
語
は
い
ま
や
各
国
語
の
語
彙
の
う
ち
に
入
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
の
よ

う
に
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
英
語
圏
以
外
で
は
お
お
む
ね
第
二
次
大
戦
以
後
と
み
て
よ

い
。
そ
し
て
そ
う
考
え
る
と
、
前
近
代
の
「
デ
ザ
イ
ン
」
を
ど
う
語
る
の
か
、
非
西
洋
の
「
デ
ザ
イ
ン
」

を
ど
う
語
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
で
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
今
日
と
は
条
件
も
ま
る
で
異
な
り
デ
ザ
イ

ン
の
語
す
ら
使
わ
れ
て
な
か
っ
た
文
脈
に
お
い
て
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
一
体
何
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
自

明
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
各
時
代
な
ら
び
に
各
地
域
に
つ
い
て
研
究
を
お
こ
な
う
と
き
、
デ
ザ
イ
ン
に

対
応
す
る
語
を
み
つ
け
て
意
味
を
た
し
か
め
る
必
要
が
で
て
く
る
。

日
本
語
に
お
い
て
「
意
匠
」
の
語
は
ふ
る
く
か
ら
使
わ
れ
て
お
り
、
近
代
に
な
っ
て
デ
ザ
イ
ン
の
訳
語

と
し
て
使
わ
れ
た
。
意
匠
法
と
い
う
名
称
に
そ
の
名
残
が
み
と
め
ら
れ
る
。
中
国
語
で
は
「
設
計
」
が
デ

ザ
イ
ン
の
訳
語
と
な
っ
て
い
る
が
、
近
代
日
本
に
お
い
て
「
設
計
」
の
語
も
ま
た
デ
ザ
イ
ン
を
あ
ら
わ
す

語
の
―
つ
で
は
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
明
治
大
正
期
に
お
い
て
「
図
案
」
の
語
が
、
教
育
機
関
の
名
称
と

し
て
採
用
さ
れ
た
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
に
対
応
す
る
語
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
「
エ
芸
」
の

語
に
と
と
も
に
「
図
案
」
の
語
が
も
ち
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
当
時
の
「
図
案
」
と
は
す
な
わ
ち
工
芸

に
あ
た
え
る
装
飾
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
一
九
二

0
年
代
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
西
洋

か
ら
近
代
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
が
入
る
に
つ
れ
て
「
図
案
」
を
デ
ザ
イ
ン
の
訳
語
と
す
る
の
が
不
自
由
に
感

じ
ら
れ
て
く
る
。
近
代
デ
ザ
イ
ン
の
理
念
を
も
っ
と
も
端
的
に
あ
ら
わ
し
た
の
は
「
構
成
」
の
語
だ
っ

た
。
日
本
語
の
「
構
成
」
は
、
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
も
あ
り
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
も
あ
り
、
二
つ

の
鍵
語
を
同
時
に
含
み
う
る
便
利
な
語
だ
っ
た
。
近
代
デ
ザ
イ
ン
を
促
進
す
る
う
え
で
「
造
形
」
の
語
も

ま
た
ド
イ
ツ
語
の
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
ウ
ン
グ
と
の
対
応
を
に
お
わ
せ
な
が
ら
事
実
上
デ
ザ
イ
ン
を
あ
ら
わ
し

た
。
日
本
語
で
「
デ
ザ
イ
ン
」
の
語
は
も
と
も
と
服
飾
の
分
野
で
も
ち
い
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
五

0
年

代
後
半
か
ら
一
九
六

0
年
代
前
半
か
け
て
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
一
九
五
七
年
の

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
認
定
制
度
の
よ
う
に
組
織
制
度
の
名
称
の
う
ち
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
学
校
教
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育
で
も
一
九
五
八
年
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
お
い
て
デ
ザ
イ
ン
の
語
が
は
じ
め
て
現
れ
る
。
一
九
六

四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
は
デ
ザ
イ
ン
の
語
は
お
そ
ら
く
輝
き
を
放
っ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
現
在

で
は
何
に
で
も
言
わ
れ
る
陳
腐
な
語
に
な
っ
た
。

言
葉
の
意
味
の
詮
索
は
そ
れ
自
体
の
た
め
で
は
な
く
、
背
後
に
デ
ザ
イ
ン
思
想
の
移
り
変
わ
り
を
み
る

た
め
で
あ
る
。
英
語
の
デ
ザ
イ
ン
に
対
応
す
る
語
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
を
論
じ
る
と
き
に
使
用
さ

れ
る
諸
々
の
語
も
ま
た
デ
ザ
イ
ン
思
想
を
た
ど
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
時
代
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

る
語
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
同
一
の
語
が
ず
っ
と
使
わ
れ
続
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は

意
味
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
時
代
特
有
の
事
情
が
わ
か
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
特
有
の
問
題
も
あ
き
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
方
法
を
取
ろ
う
と
す
る
と
き
、
美
術

系
の
教
育
機
関
に
か
か
わ
る
名
称
す
な
わ
ち
、
学
校
名
・
学
科
名
・
科
目
名
は
と
く
に
有
力
な
手
が
か
り

と
な
る
。
次
章
で
紹
介
す
る
デ
ザ
イ
ン
教
育
史
は
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
も
意
味
深
い
。

（
高
安
啓
介
）
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